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○ 本誌は、毎月１回、都道府県石油組合、北海道 18石油組合、共同事業部会委員、農林漁業

部会委員に配信しています。

○ 全石連のホームページ“石油広場：http://www.zensekiren.or.jp/”に最新号から 1年前の

バックナンバーまで掲載しています。

「石油広場 トップページ」⇒「各種情報」⇒「共同事業グループニュース」
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１ 「夏先取りフェア」の実施について

６月１日（月）から３０日（火）までの１か月間実施する「夏先取りフェア」の対象商品、

価格を掲載したチラシを５月２５日付け「ぜんせき」に折り込み配布しました。

組合宛の５月２１日付事務連絡でデータファイルを添付しておりますので、ご確認下さい。

なお、対象商品の「鉄粉除去剤 Ｆｅカッター」の新規ご注文の特典として、２０ℓではポ

ンプスプレー１本、４ℓではハンドスプレー１本をプレゼントいたしますが、新型コロナウイ

ルスの影響でスプレーの入手に遅れが生じている関係で、商品納品後の別途発送（８月以降

の予定）となりますのでご了承下さい。

２ 斡旋商品に関するご連絡

携行缶の在庫について（５月末現在）

２０L（TU－10）、 ５Ｌ（TU－ 5）：在庫なし、出荷再開６月末予定

１０L（TU－10）、２０Ｌ（KU－20）：在庫僅少

ＳＳドライブウェイ簡易補修セットの斡旋終了について

ＳＳドライブウェイ簡易補修セットの後継商品「ロックモル」に関する資料を本年３月

中旬に組合宛に提供しておりますが、斡旋開始時期（6月中を予定）、発注手続きなどを

改めてご連絡します。

３ 中型生命グループ保険の最新加入状況

中型生命グループ保険の 6月１日現在の加入者数は、7,231 人です。(前月 7,205 人、前月

比 26人増）

中型生命グループ保険の加入更新日は８月１日になりますが、例年、現在の加入内容（加

入者、保険金額、掛金など）を記載した「更新のご案内」を６月中に加入者に発送する準備

を進めています。

今回、中型生命加入者専用に提供している傷害保険で保険料の改定が行われることになり、

交通事故限定プラン、24時間保障プランが引き上げ、就業中限定プランが引き下げとなりま

す。新パンフレットができ次第、組合に提供します。

４ 新型コロナウイルスへの生命保険会社の対応

生命保険各社では、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、災害保険金・災害高度障が

い保険金を支払う保障内容の商品については、「新型コロナウイルス感染症」による死亡、高

度障がいを対象とする対応を取ることにしました。

中型生命グループ保険、中型生命ファミリープランは、この運用が適用される商品です。
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５ 車の修理費高額化に備えるＳＳ総合安心プラン

現在、販売されている新車には、自動ブレーキ、車線逸脱警告機能など高性能な安全装備

が標準となりつつあります。

自動ブレーキを装備している車はフロントガラスやバンパーにカメラや超音波センサー

等が組み込まれています。消耗したワイパーを交換する際に手が滑ってワイパーアーム本体

がフロントガラスに当たってヒビを作ってしまった事故では、ガラスを交換する修理を行い

ますが、この車に自動ブレーキなどの機能がついている場合は、修理時にカメラやセンサー

が安全に動くことを確認するための「エーミング」という作業が必要になり、未装備の車に

比べてその分の修理費（国産車で３万円程度）が高くなります。

日本では 2021 年 11 月より、フルモデルチェンジする新型国産車を皮切りに自動ブレーキ

の装着が義務化されることが決定しています。車の高機能化に伴って修理費も高くなってい

くという時代になっています。

自動車の修理高額化に備えるためにＳＳ総合安心プランの加入を組合員にご提案してく

ださい。

６ 農林漁業用国産 A重油２０１９年度実績について

農林漁業用国産 A重油（国Ａ）の 2019年度の確認実績は、2018年度実績 57万 klに対し

て 3万 4千 kl減・94.1%の 53万 6千 klとなりました。

国Ａは毎年減少傾向が続いていますが、2019年度では長雨や台風の影響による出漁機会の

減少、暖冬傾向、灯油を始めとした他の燃油への燃料転換、新型コロナウイルスの感染拡大

などの影響で確認数量が減少したと考えられます。

今後も国 Aの需要減少が続くと想定されます。漁業はもちろん農業や林業での少量ロット

の取りこぼしをなくし未確認数量を極力少なくしていくことが重要であると思われますの

で、あらためて組合から登録業者に対し総括表の提出の励行を啓蒙ください。

2019年度の実績が確定しましたが、追加分として受付可能なものもあるので、まずは本

会にご相談ください。

-----------------------------------------【農林チームからのお願い】--------------------------------------------
無税重油、国産Ａ重油、農林軽油、海運用燃油に関する総括表等に設けている提出期日が

近づいてきましたら、登録業者からの提出状況をご確認ください。

期日までの提出励行にご協力をお願いいたします。


